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コロナ禍の前、横浜の風物詩の一つとして、大輪の花火や創作花火を港の美しい景色とともに楽しめました。
コロナ禍の早い終息を願っています　

〔ハマの花火 ～横浜スパークリングトワイライト～〕

写真提供：横浜市住宅供給公社 理事長　二宮 智美 氏
横浜港客船フォトコンテストでの特選をはじめ、港区観光フォトコンテスト、DanceDanceDance@
YOKOHAMAフォトコンテストなど多数受賞されています。

目    　　次

第55回定時総会･ ･･････････････････････････････････････････････････････ 1
令和4年度 役員及び会の執行体制･････････････････････････････････････････ 3
会員意識調査報告の概要（令和4年2月実施）････････････････････････････････ 4
神奈川県震災対策訓練･･････････････････････････････････ 安全委員会･･･････ 7
令和3年度安全講習会開催･･･････････････････････････････ 安全委員会･･･････ 7
令和3年度技術講演会開催･･･････････････････････････････ 技術委員会･･･････ 8

（一社）日本空調衛生工事業協会第74回定時総会･････････････････････････････ 8
令和3年度 第2回研修会（オンライン）開催････････････････ 研修委員会･･･････ 9
定例理事会議事報告（2月・3月・4月・5月・6月）･ ･････････････････････････ 9
新役員紹介／新会員紹介･･･････････････････････････････････････････････ 10
親睦会報告･･････････････････････････････････････････････････････････ 10
会員に関わるお知らせ･････････････････････････････････････････････････ 11
道路交通法改正･･･････････････････････････････････････････････････････ 12
今後の行事予定／編集後記



− 1 −

　第55回定時総会及び表彰式を5月13日㈮に横浜市中区にあるロイヤルホールヨコハマで開催しました
ので概要をご報告します。

◇　定時総会の概要
　１　日　時　　5月13日㈮　定時総会　午後2時～3時
　　　　　　　　　　　　　  表彰式　　午後3時10分～30分
　２　会　場　　ロイヤルホールヨコハマ4階「エリゼ」
　３　参加者　　正会員75名（委任状33名）

◇会長あいさつ（要旨）
　有井会長は、冒頭、2月にロシアがウクライナに侵攻し現在も戦争状態が続いていること、世界的に
コロナ禍によるダメージから未だ回復していないこと、それに円安も相まって国内経済が不安定化し、
我々の業界でも材料や機器類の値上がりが顕著になっているとの現状認識を示され、6月から予定され
ている各党のヒアリングや地方自治体との意見交換会の場で、仕入価格の上昇による収益の減少を防
ぐため、インフレスライド条項の適用を確実に行うよう業界団体として強く要望していく、と述べま
した。
　また、分離発注を先人の努力によって実現したものとし、会員皆で守っていくことの重要性に触れ、
働き方改革では、時間外労働の罰則付き上限規程の適用まで2年を切ったことや次世代を担う若い人た
ちの入職促進のためにも長時間労働の是正や週休2日制の確保を実現しなければならない、と訴えまし
た。

◇議事
　7議案について、各担当役員から提案理由の説明があり、満場一致で可決承認されました。
第1号議案　令和3年度事業報告について
第2号議案　令和3年度決算報告及び監査報告について
第3号議案　令和4年度事業計画案について
第4号議案　令和4年度安全スローガン決議案について

第5号議案　令和4年度入会金及び会費分担額案について
第6号議案　令和4年度収支予算案について
第7号議案　役員の補充選出について

◇顧問あいさつ
　総会では、前内閣総理大臣・衆議院議員の菅 義偉顧問の祝辞が代読されるとともに、神奈川県議会
議員の桐生 秀昭顧問が温かいお祝いの言葉を述べられました。

第 55 回定時総会

桐生顧問桐生顧問

菅 顧問代理 ( 浅田）菅 顧問代理 ( 浅田）
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◇◇　安全スローガン表彰　安全スローガン表彰

◇◇　　会員事業所従業員表彰会員事業所従業員表彰

◇◇　記念品贈呈　記念品贈呈　　・令和3年度「公立工科高等学校現場実習生受入れ」協力会員企業

最優秀賞最優秀賞
江口　 敦（川本工業㈱）江口　 敦（川本工業㈱）

清水 綾郁（川本工業㈱）清水 綾郁（川本工業㈱） 大澤 靖仁（川本工業㈱）大澤 靖仁（川本工業㈱） 大畠 みどり（川本工業㈱）大畠 みどり（川本工業㈱）

斎藤　仁（㈱光電社）斎藤　仁（㈱光電社） 齋藤 純子（㈱光電社）齋藤 純子（㈱光電社）

岩﨑 浩一（興和工業㈱）岩﨑 浩一（興和工業㈱） 名越 徳晶（㈱ヨコレイ）名越 徳晶（㈱ヨコレイ）

㈱ＭＫ設備設計㈱ＭＫ設備設計 エルゴテック㈱エルゴテック㈱ 川本工業㈱川本工業㈱

㈱光電社㈱光電社 新菱冷熱工業㈱新菱冷熱工業㈱ ㈱丹野設備工業所㈱丹野設備工業所

㈱西原衛生工業所㈱西原衛生工業所 三沢電機㈱三沢電機㈱

会員事業所従業員表彰および代表謝辞 会員事業所従業員表彰および代表謝辞 
近藤 新樹（川本工業㈱）近藤 新樹（川本工業㈱）

優 秀 賞優 秀 賞
中西 健吾（熱研プラント工中西 健吾（熱研プラント工業㈱）業㈱）

代理  田中康治代理  田中康治
優 秀 賞優 秀 賞

清水 邦生（三機工業㈱）清水 邦生（三機工業㈱）
優 秀 賞優 秀 賞

岩本  繁（㈱タイレイクリエイション）岩本  繁（㈱タイレイクリエイション）

1 表彰状授与

【会員事業所従業員表彰】

・清水 綾郁（川本工業㈱）

・近藤 新樹（川本工業㈱）

・大澤 靖仁（川本工業㈱）

・大畠 みどり（川本工業㈱）

・斎藤 仁（㈱光電社）

・齋藤 純子（㈱光電社）

・岩﨑 浩一（興和工業㈱）

・名越 徳晶（㈱ヨコレイ）

【安全スローガン入賞者表彰】

❖最優秀賞
　江口　 敦（川本工業㈱）

❖優 秀 賞
　中西 健吾（熱研プラント工業㈱）

　清水 邦生（三機工業㈱）

　岩本 　繁（㈱タイレイクリエイション）

2 記念品贈呈

❖令和3年度「公立工科高等
　学校現場実習生受入れ」
　協力会員企業

・㈱ＭＫ設備設計

・エルゴテック㈱

・川本工業㈱

・㈱光電社

・新菱冷熱工業㈱

・㈱丹野設備工業所

・㈱西原衛生工業所

・三沢電機㈱

3 会長祝辞

4 受賞者代表謝辞

近藤 新樹（川本工業㈱）

※敬省略

表彰式の概要
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1．令和4年度役員について
令和4年5月13日㈮開催の第55回定時総会において、令和4年度の補充役員2名が選出されました。
なお、新任の理事に次の2名が就任されました。
高橋 英敏（ダイダン㈱）、大橋 真悟（三機工業㈱）

2．令和4年度の執行体制について
●理事（20名）

会 長 有 井　　 清 （ ㈱ ヨ コ レ イ ）

副 会 長 阿 部 哲 也 （ 高 砂 熱 学 工 業 ㈱ ）＜総務・技術・安全担当＞

副 会 長 築 地 正 明 （ ㈱ 光 電 社 ）＜財務・渉外・研修担当＞

副 会 長 三 澤　　 隆 （ 三 沢 電 機 ㈱ ）＜企画政策・情報担当＞

理 事・ 相 談 役 川 本 守 彦 （ 川 本 工 業 ㈱ ）

専 務 理 事 鈴 野 和 重 （（ 一 社 ） 神 空 衛 ）＜兼事務局長＞

委員会担当理事 理事（各委員会正副委員長）

●監事（3名）

辻 村 淳 一（興信工業㈱）

菊 地 達 郎（文化興業㈱）

奥 津 　  勉（公認会計士・税理士奥津勉事務所）

●相談役（2名）

大須賀　 　　洋（㈱光電社）

五十嵐　 一 　喜

●委員会

委員会名 委員長（理事） 副委員長（理事） 副委員長（理事外）

総 務 （兼）阿 部 哲 也
（ 高 砂 熱 学 工 業 ㈱ ）

雨 宮 朋 之
（ 須 賀 工 業 ㈱ ）

川 本 敏 之
（ 川 本 工 業 ㈱ ）

財 務 （兼）築 地 正 明
（ ㈱ 光 電 社 ）

企画政策 （兼）三 澤 　  隆
（ 三 沢 電 機 ㈱ ）

高 橋 英 敏
（ ダ イ ダ ン ㈱ ）

三 浦 信 之
（ 川 本 工 業 ㈱ ）

渉 外 小 松 信 幸
（ ㈱ 小 松 工 業 ）

小 林 範 雄
（ 東 洋 熱 工 業 ㈱ ）

丹 野 徳 人
（㈱丹野設備工業所）

研 修 東 軒 秀 和
（熱研プラント工業㈱）

朝 倉 保 幸
（㈱アクトエンジニアリング）

情 報 後 藤 守 利
（ カ ナ レ イ ㈱ ）

前 田 幸 俊
（新菱冷熱工業㈱）

技 術 横 山 順 二
（ エ ル ゴ テ ッ ク ㈱ ）

小 澤 　  信
（ ㈱ 朝 日 工 業 社 ）

奥 田 真 三
（新菱冷熱工業㈱）

安 全 小 堀 　  段
（ 興 和 工 業 ㈱ ）

大 橋 真 悟
（ 三 機 工 業 ㈱ ）

令和 4 年度 役員及び執行体制
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会員意識調査報告の概要
（令和 4 年 2 月実施）

Ⅰ　はじめに
　工業会では、会員の現状を把握・分析し、課題の改善及び政策提言等に役立てるため、会員企業の皆様
にご協力いただき意識調査を実施し、この度報告書に取りまとめました。
　会報では紙面の制約があり集計の一部の掲載となります。回答をいただいた会員の皆様には、別途調査
結果の詳細を送付いたします。また、他に入手を希望される方は事務局にご連絡ください。

Ⅱ　会員意識調査実施の概要
　会員企業に調査用紙を郵送及びメールで依頼し、メールあるいはファックスで回収した。

（1）　依頼企業数　　74社
（2）　調査期間　　　令和4年2月17日～3月4日
（3）　有効回答数　　67社（回答率　90.5％）

Ⅲ　会員意識調査結果の概要
１　会員の景況感について（令和4年2月、令和3年2月比較）

　会員の景況感を、マイナス項目の「やや悪い」と「悪い」を合わせた比率でみると、平成31年
が8.2％であったものが、令和2年では19.6％、令和3年では43.1％と大きくに増加したが、令和4年
には34.4％とプラスに転じている。

本社
所在地別

年別
回答企業数

会員企業の景況感（％）
良い やや良い 変わらず やや悪い 悪い

R4 R3 R4 R3 R4 R3 R4 R3 R4 R3 R4 R3
横浜市内 31 30 0.0 6.7 6.5 6.7 58.1 50.0 35.5 30.0 0.0 6.7
県　　内 14 13 0.0 7.7 14.3 0.0 64.3 46.2 14.3 46.2 7.1 0.0
県　　外 19 22 5.3 4.5 10.5 0.0 42.1 45.5 42.1 45.5 0.0 4.5

計 64 65 1.6 6.2 9.4 3.1 54.7 47.7 32.8 38.5 1.6 4.6

２　新型コロナウイルスの影響について
（1）機器や部品の納入について

　新型コロナウイルスの影響については、工事の発注関係、在宅勤務・テレワークの実施状況、
求人への応募状況の変化などを調査したが、ここでは機器や部品の納入遅延について取り上げた。
　空調機器や衛生器具の納入の遅れについては、67社中64社、95.5％があったと回答し、遅れの
期間は平均で3.4ヶ月になっている。また、鋼材や部品等の納入の遅れについては、67社中33社、
49.3％があったと回答し、遅れの期間は平均で2.6ヶ月になっている。

本社
所在地別 回答数

空調機器や衛生器具の納
入に遅れがあった

鋼材や部品等の納入に遅
れがあった

特に新型コロナ
ウイルスの影響
による納期の遅

れはない
件数 割合 平均月数 件数 割合 平均月数 件数 割合

令
和
四
年

横浜市内 31 29 93.5 3.1(22) 18 58.1 2.2(11) 2 6.5
県　　内 16 16 100.0 2.8(13) 5 31.3 1.5(6) 0 0.0
県　　外 20 19 95.0 4.5(13) 10 50.0 4.3(7) 1 5.0

計 67 64 95.5 3.4(48) 33 49.3 2.6(24) 3 4.5
　※（　）は平均月数を回答した会員数
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３　働き方改革について
（1）時間外労働の上限規制等の法改正への対応について

① 時間外労働の上限規制
　時間外労働の上限規制への対応ができるとした会員は、令和3年が52.3％、令和4年が52.2％と
変化が見られず、時間外労働の削減の難しさが表れている。

本社
所在地別

令和4年 令和3年

回答数 できる できない 回答数 できる できない
件数 割合 件数 割合 件数 割合 件数 割合

横浜市内 31 18 58.1 13 41.9 30 16 53.3 14 46.7
県　　内 16 7 43.8 9 56.3 14 7 50.0 7 50.0
県　　外 20 10 50.0 10 50.0 21 11 52.4 10 47.6

計 67 35 52.2 32 47.8 65 34 52.3 31 47.7

② 週休2日制の実現
　週休2日制の実現ができるとした会員は、令和2年の22.6%から令和３年には35.4%と増加した
が、令和４年は31.3％と若干ではあるが減少している。特に、県外に本社がある会員の減少幅が
大きい。

本社
所在地別

令和4年 令和3年

回答数 できる できない 回答数 できる できない
件数 割合 件数 割合 件数 割合 件数 割合

横浜市内 30 9 30.0 21 70.0 30 8 26.7 22 73.3
県　　内 16 6 37.5 10 62.5 14 5 35.7 9 64.3
県　　外 18 5 27.8 13 72.2 21 10 47.6 11 52.4

計 64 20 31.3 44 68.8 65 23 35.4 42 64.6

（2）令和３年度の従業員の採用状況について
　①新卒採用について、高校の卒業生については工業科、普通科等の別を、大学卒業生については、
理系、文系の別に調査しているが、紙面の都合上合計のみを掲載した。①新卒採用では横浜市内
に本社がある会員の高校卒業生の採用が少なく、②中途採用では、建設業からの転職者が約７割
を占めているのが特徴的である。

①新卒採用
本社

所在地別 最終学歴 採用数

横浜市内
高校卒業 6
大学卒業 34

計 40

県　　内
高校卒業 24
大学卒業 13

計 37

県　　外
高校卒業 41
大学卒業 387

計 428

合　　計
高校卒業 71
大学卒業 434

計 505

②中途採用
本社

所在地別 前職 採用数 前職 採用数

横浜市内

建設業 26 公務員 0
製造業 3 サービス業 7
小売業 0 その他 9
飲食業 1 計 46

県　　内

建設業 11 公務員 0
製造業 2 サービス業 1
小売業 3 その他 1
飲食業 0 計 18

県　　外

建設業 70 公務員 3
製造業 6 サービス業 1
小売業 0 その他 10
飲食業 0 計 90
合　　計 154
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４　公共工事への入札参加状況について
（1）令和3年度受注実績（週休2日制工事）について

　令和4年の調査では、週休2日制工事の受注について調査をした。公共工事の受注は全体で80件
あり、その内空調衛生工事は58件あった。発注者指定型工事の受注は21件あったが、その内横浜
市発注工事が16件（内空調衛生工事は9件）を占めている。

発注者別 受注実績 横浜市内企業 県内企業 県外企業 計
件数 件数 件数 件数

国
受注実績 0 3 6 9

発注者指定型 0 0 2 2
空調衛生工事 0 3 5 8

県
受注実績 4 4 0 8

発注者指定型 0 0 0 0
空調衛生工事 3 2 0 5

横浜市
受注実績 44 0 0 44

発注者指定型 16 0 0 16
空調衛生工事 31 0 0 31

他市町村
受注実績 3 13 3 19

発注者指定型 0 0 3 3
空調衛生工事 1 10 3 14

計
受注実績 51 20 9 80

発注者指定型 16 0 5 21
空調衛生工事 35 15 8 58

５　建設キャリアアップシステム（ＣＣＵＳ）について
（1）事業者登録の状況（令和4年2月、令和3年2月比較）

　ＣＣＵＳの調査については、県内に本社がある会員を対象に調査を行った。事業者登録につい
ては令和３年時点で45.5％であったものが令和４年には55.3％に増加しているが、一方、登録の予
定なしとしている会員も23.4％いる。

本社
所在地別 回答数

事業者登録の状況
登録済 申請中 検討中 予定なし

件数 割合 件数 割合 件数 割合 件数 割合

令和
4年

横浜市内 33 15 45.5 1 3.0 8 24.2 9 27.3
県　　内 14 11 78.6 0 0.0 1 7.1 2 14.3

計 47 26 55.3 1 2.1 9 19.1 11 23.4

令和
3年

横浜市内 32 13 40.6 1 3.1 8 25.0 10 31.3
県　　内 12 7 58.3 0 0.0 2 16.7 3 25.0

計 44 20 45.5 1 2.3 10 22.7 13 29.5

（2）カードリーダー設置の状況（令和4年2月、令和3年2月比較）
　ＣＣＵＳの運用には現場にカードリーダー等を設置する必要がある。設置の状況を元請の現場
と下請の現場に分け調査したところ、どちらも令和4年は令和3年に比べ増加しているが、特に元
請の現場での設置が5件と少ない。

本社
所在地別

元請の現場 下請の現場
現場数 ｶｰﾄﾞﾘｰﾀﾞｰ等数 現場数 ｶｰﾄﾞﾘｰﾀﾞｰ等数

令和
4年

横浜市内 455 2 883 60
県　　内 105 3 210 40

計 560 5 1,093 100

令和
3年

横浜市内 120 2 362 24
県　　内 164 0 86 7

計 284 2 448 31
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神奈川県県土整備局による神奈川県震災対策訓練行われる
安全委員会

　令和4年1月20日㈭に「神奈川県公共建築物に係る地震時の点検等の協力に関する協定」に基づき、
大規模地震発生時の迅速な拠点施設の確保に向けた自動出動訓練が実施されました。
　神奈川県と出動協定をしている建設7団体の神奈川県建設業協会、神奈川県電業協会、神奈川県空
調衛生工業会、横浜建設業協会、川崎建設業協会、川崎市空調衛生工業会及び神奈川県中小建設業協
会から各会員が参加し、当工業会からは、出動会員22名（14社）が訓練に参加しました。
　なお、今年度は新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から、現場対応は行わず、出動会員によ
る情報受伝達訓練を行いました。

県庁、警察本部、合同庁舎（横須賀、厚木、平塚、小田原、三浦、藤沢、厚木南、津久井、足柄上、
横浜西）、総合防災センター、保健福祉事務所（平塚、秦野センター、茅ヶ崎支所、鎌倉、厚木、
大和センター）、土木事務所（横須賀、東部センター、小田原土木センター）、川崎治水センター

川本工業㈱、ダイダン㈱、㈱根布工業、㈱神成工業、三機工業㈱、㈱光電社、㈱丹野設備工業所、
㈱勝栄工業、㈱金沢商会、文化興業㈱、山羽工業㈱、神央設備㈱、エルゴテック㈱、三沢電機㈱

◇今年度の訓練対象施設〔警察署を除く23施設〕

◇今回の震災訓練に参加し、ご協力をいただいた会員会社（敬称略）

　安全委員会主催令和3年度安全講習会「特定化学物質及び四アルキル鉛等作業主任者技能講習」を
下記のとおり開催いたしました。

「特定化学物質及び四アルキル鉛等作業主任者技能講習」開催
安全委員会

　受講内容　
＜1日目＞	・健康障害及びその予防措置に関する

知識
	 ・関係法令

＜2日目＞	・作業環境の改善方法に関する知識
	 ・保護具に関する知識
	 ・試験

開催日　令和4年2月9日㈬～2月10日㈭
会　場　神奈川県建設会館 3階 311会議室
受講者　18名
講　師　建設業労働災害防止協会神奈川支部
　　　　専任講師
　　　　　村上 稔氏、田中 道洋氏、亀ヶ谷 勲氏
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　5月24日㈫帝国ホテル東京において第74回
定時総会が開催されました。
　長谷川会長は、担い手不足への対応として
建設技能者の処遇改善、建設キャリアアップ
システム（CCUS）の利用促進、生産性向
上、働き方改革の推進への取組みを挙げ、特
に、CCUSに関しては日空衛独自の補助制度
を創設したことに触れ、CCUS目標達成のた
めに会員が補助制度を活用することを呼び掛
けました。
　議事は、令和3年度事業・会計決算報告、

令和4年度事業計画･収支予算案、役員の改選などを審議するとともに、令和4年度業界実践スローガン
を決議しました。
　また、役員人事では、長谷川勉会長が勇退し、後任の会長に藤澤一郎副会長（ダイダン㈱代表取締
役社長）が選任されました。神空衛からは有井会長、築地副会長が出席しました。

　当会の社会的使命の一つである脱炭素社会の実現や
環境負荷の低減への貢献を学ぶ機会として技術講演会
を毎年開催しています。
　令和3年度は、令和4年2月15日㈫に神奈川県中小企
業センターの会議室とオンラインを組み合わせたハイ
ブリッド方式で開催しました。
　冒頭のあいさつで横山技術委員長は「新型コロナウ
イルスの感染拡大でこれまでに経験のしたことのない
事態が続き、我々の生活はもちろん、社会のシステム

も大きく変わっているとし、工業会のスローガンである『神奈川発!! 地球にいいこと、ひとつずつ』
を改めて考えて行動して欲しいと」と呼び掛けました。
　講演は、4名の講師から各メーカーで取り組まれている環境にやさしい機器や技術についてご紹介
いただき、参加者は、61名（会場31名、オンライン30名）でした

講演のテーマ 講演者

災害配慮トイレ/レジリエンストイレ 森川 芳光氏
（株式会社LIXIL）

環境負荷低減を実現する製品開発
～ALL日立金属の技術応用のご紹介～

高田 栄治氏
（日立金属株式会社）

高まる更新需要へのダイキンの対応
～トータル省工事VRVシステムのご提案～

石田 彩乃氏
（ダイキン工業株式会社）

恒温室設計の悩みを解決する省エネ
精密空調機の紹介

清水　俊行氏
（オリオン機械株式会社）

（一社）日本空調衛生工事業協会　第74回定時総会

㈱ LIXIL㈱ LIXIL

ダイキン工業㈱ダイキン工業㈱

オリオン機械㈱オリオン機械㈱

日立金属㈱日立金属㈱

令和3年度技術講演会開催
「環境にやさしい最新技術紹介」

技術委員会
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 2 月定例理事会（第583回）
　2月10日㈭午後2時からの理事会で原案どおり
承認されました。
 1 ．令和3年度決算見込みについて
 2 ．令和4年度事業方針及び予算編成方針（案）

について
 3 ．第55回定時総会までのスケジュール（案）

について

 3 月定例理事会（第584回）
　3月11日㈮午後2時からの理事会で原案どおり
承認されました。　
 1 ．令和4年度各委員会事業計画・予算（案）

について

 4 月定例理事会（第585回）
　4月8日㈮午後2時からの理事会で原案どおり承
認されました。　
 1 ．正会員入会申込みについて
 2 ．第55回定時総会提出議案について
 3 ．第55回定時総会等の運営について
 4 ．会費のランク別基準の見直しについて

　2月18日㈮午後2時から、令和2年度に引き続き建設業のコンプライアンスを学
ぶ研修会をオンライン（Zoom）で開催し、85名の方に参加いただきました。
　冒頭のあいさつで、有井会長は「会社経営の上で取り組むべき課題にはガバナ
ンスの強化やコンプライアンスの徹底などがある。特に、コンプライアンスで
は、遵守すべき法令は時代によって改正・改訂されるので、常にフォローするこ
とが大切である。研修を今後の業務に活かして欲しい」と期待を述べました。
　講師は公益財団法人建設業適正取引推進機構企画業務部長の齋藤 悠氏にお願
いしました。
　講演では、基礎から学ぶ建設業のルールとして、まず、建設産業の特徴、建設業法の目的や概要の説
明があり、建設業法は建設業の重層下請構造を基本に構成されていることを指摘されました。
　具体の解説では、建設業の許可、建設工事の受注、工事の施工など、それぞれの場面における法令の
内容や手続き、違反事例を交えた法令違反に陥らない対処法などを平易に述べられました。
　また、技術主任者不足に対応した監理技術者制度の見直しなど最近の法改正の動きについても解説が
ありました。
　建設業のコンプライアンスについては、継続的に会員の皆様に働き掛けをすることが大切と考え、今
後も継続的に開催をしてまいります。

令和3年度「第2回研修会（オンライン）」開催
～建設業のコンプライアンス建設業法（概論）～

研修委員会

講師　齋藤　悠 氏
（公財）建設業適正取引推進機構

企画業務部長

定例理事会議事報告（2月・3月・4月・5月・6月）

 5 月定例理事会（第586回）
　5月13日㈮午後1時20分からの理事会で原案ど
おり承認されました。
 1 ．第55 回定時総会等の運営（確認）について
 2 ．役員候補者及び会の執行体制について

 6 月定例理事会（第587回）
　6月10日㈮午後2時からの理事会で原案どおり
承認されました。
 1 ．行事日程について

①　7月定例理事会
（7月8日㈮午後4時30分～ 

箱根「湯本富士屋ホテル」）
②　第56回定時総会

（令和5年5月12日㈮
「ロイヤルホールヨコハマ」）
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理　事　高
たかはし

橋　英
ひでとし

敏 

ダイダン株式会社 
令和 4 年 4 月 横浜支店長
趣　味　旅行

理　事　大
おおはし

橋　真
しん

悟
ご

 

三機工業株式会社 横浜支店
令和 4 年 4 月 常任理事支店長
趣味　旅行

新 役 員 紹 介

親 睦 会 報 告

◎令和4年度前期ゴルフ大会
　渉外委員会主催のゴルフ大会が、令和4年5月25日㈬厚木国際カントリー倶楽部において37名が参加
して行われました。上位入賞者は次のとおりです。

優 　 勝 近 澤　 高 志 〔須 賀 工 業 ㈱〕

準 優 勝 渡 部　 淳 志 〔エ ル ゴ テ ッ ク ㈱〕

ベ ス グ ロ 賞 森 川　 浩 二 〔三 建 設 備 工 業 ㈱〕

優勝者 近澤 高志 氏 ゴルフ大会参加者の皆様

どうぞよろしくお願いしますどうぞよろしくお願いします

新 会 員 紹 介

《正会員》

・中央電器住設株式会社
（令和4年4月入会）

　代表取締役　伊藤　友彦
　〒220−0051　横浜市西区中央2−46−15
　TEL  045−322−0020　FAX  045−322−0571
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《正会員》

株式会社ヤマト
変更年月 変更事項 新 旧

令和4年3月 横浜支店 事業所代表者 支店長　　　　　堀込　貴 取締役常務執行役員支店長
　北村　誠

株式会社日設
変更年月 変更事項 新 旧

令和4年3月 横浜営業所 所在地
〒231-0007 
横浜市中区弁天通4-52 
ナインティー横浜ビル 7階

〒231-0013 
横浜市中区住吉町3-29 
関内住吉ビル 7階

三機工業株式会社
変更年月 変更事項 新 旧

令和4年4月 横浜支店 事業所代表者 常任理事支店長　大橋　真悟 常任理事支店長　五十嵐　孝之

ダイダン株式会社
変更年月 変更事項 新 旧

令和4年4月 横浜支店 事業所代表者 支店長　　　　　高橋　英敏 支店長　　　　　池野　直規

須賀工業株式会社
変更年月 変更事項 新 旧

令和4年5月 本社
所在地 〒135-0047 

東京都江東区富岡1-26-20
〒110-0005 
東京都台東区上野5-18-10

ＴＥＬ 03-4214-3400 03-5688-8100
ＦＡＸ 03-4214-3420

共栄産業株式会社
変更年月 変更事項 新 旧

令和4年5月 本社 所在地 〒234-0053 
横浜市港南区日野中央2-36-25

〒233-0007 
横浜市港南区大久保2-8-22

《賛助会員》

アズビル株式会社　ビルシステムカンパニー
変更年月 変更事項 新 旧

令和4年4月 横浜支店 事業所代表者 支店長　　　　　内田　睦 支店長　　　　　石坂　芳人

三菱電機インダストリアルソリューションズ株式会社
変更年月 変更事項 新 旧

令和3年4月 本社 事業所名
三菱電機インダストリアル
ソリューションズ株式会社

株式会社清康社

会員に関わるお知らせ
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空間によって、求められる空気の「質」も変わります。

私たちはそこで過ごすヒトやモノに配慮しながら空気をデザインする。
ひとつひとつオーダーメイドで、その場所にふさわしい、最適な空気質をつくる。
心地よいと感じる「空気」があって、はじめて、
そこに居たいと感じる「空間」ができる。

そう信じているから。

健康空調 オクージオ
UVCランプで細菌やウイルス
を除去し、クリーンな空気を
つくります。
見えない恐怖からあなたの
大切な空間を守ります。

室外機一体型で省スペース。
現地での冷媒配管工事や
試運転調整の手間が無く、
手軽に新鮮外気量を増やせ
ます。
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本社：〒104-8401　東京都中央区八丁堀2-24-3 PMOビル
　　　TEL 03(5541)5111(大代表 )　FAX 03-5541-5115

配送センター：〒136-0082　東京都江東区新木場3-2-4
　TEL 03(3522)1261(代表 )　FAX 03-3522-1265

管工機材・住宅・ビル設備機器・プラント機材、国内外総合商社



植物油インキを
使用し、環境に
配慮しています

会　　報
一般社団法人  神奈川県空調衛生工業会

第142号 令和4年6月30日
情報委員会 ／ 印刷　株式会社 ワールドフジ

横浜市中区海岸通4丁目18番地　TEL 045 (201)  9536（代）
U R L:http://www.shinkuei.or. jp　　E-ma i l : i n f o@sh i nku e i . o r . j p

神空衛は持続可能な開発目標（SDGs）を支援しています

　紫陽花の花の鮮やかさが雨粒に映える季節を迎えました。
　新型コロナワクチンの2回目接種状況が国民の約80％を超え、私たちは以前の生活に向かいつつあります。
　その中で外出する機会も増え、工事現場や空調機・エスカレーターなどのメンテナンスで働く女性を時々
見かけるようになりました。
　この業界全体の問題である「働き手不足」の解消には、女性の積極的な参入が必要不可欠になって
くると思います。現場の環境整備や会社側の柔軟な対応により、働きやすい環境を整え業界全体が発展
していければと思います。
　梅雨が明ければ気温が上がりマスク着用での熱中症も懸念されますので、会員の皆様方には十分に
お気をつけ頂き、ご健康を祈念申し上げ「会報」の編集後記と致します。　　　　　　　　　   （T. A）

編集後記

今後の行事予定
◇ 関東地方整備局による「入札契約制度・円滑施工

確保対策説明会」
日　時：令和4年7月22日（金）午後2時～
場　所：神奈川県電業協会 講堂及びオンライン

◇ 研修委員会主催 令和4年度第1回研修会（オンライン）
日　　時：令和4年10月19日（水）午後2時～
講演方法：オンライン（zoom）形式
テ ー マ：現場運営力ＯＪＴ ～部下・後輩の育成～

※詳細は、確定次第、開催案内を送りいたします。

一般社団法人神奈川県空調衛生工業会

「過信
」「慢心

」「気の
緩み」

「過信
」「慢心

」「気の
緩み」

令和4年度
安全スローガン

SAFETY
SLOGAN


